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各市町村国保料（税）の 2022 年度試算まとまる 
所得 345 万円世帯：19 市中松本市 1位、塩尻市 15 位、安曇野市 7位 

所得 101 万円世帯（年金・5割軽減）：松本市 5位、塩尻市 13 位、安曇野市 8位 

⇒松本市 31 年ぶりに国保税引き下げても、まだ高い水準（長野県保険医協会調べ：詳細下記） 

国保税試算
①

同19市中
順位

国保税試算
②

同19市中
順位

松本市 492,490円 1位 96,350円 5位
塩尻市 444,067円 15位 91,350円 13位
安曇野市 460,380円 7位 93,000円 8位  

 

長野県保険医協会は、このほど長野県下の全自治体の 2022年度の国保料（税）の試算をまとめまし

た。この試算表をもとに、松本地区社保協は、19市の状況を抽出しました。その結果、下記の通り松

本市は、31年ぶりに国保税を引き下げ（平均 6.87％引き下げ）ましたが、まだ高い水準（1位～5位）であ

ることが分かりました。安曇野市は、7位～8位、塩尻市は、15位～13位になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度も秋の自治体キャラバン行動を実施します。 
松本地区社保協は、今年度も秋に自治体キャラバンを実施します。民医連の事

業所や健康友の会の協力を得て、松本市、塩尻市、安曇野市、山形村での自治

体懇談を予定しています。 

上記のように、松本市は、昨年度の成果として 31年ぶりに国保料（税）を

引き下げましたが、まだまだ高い水準です。また、安曇野市は、短期保険証の

交付も資格証明書の発行（県下でも多い発行数）も、「国保税の滞納対策」と位

置付け、「制裁」を課しています。介護保険料も高水準。子ども医療も受益者負

担金 500円徴収問題など改善すべき課題は、多くあります。各団体から要望事項をまとめ、自治体懇談を実

施しましょう。 

  塩尻市長選挙（9月 25 日投開票）新人3人の激戦！ 
 3 候補とも子ども医療費完全無料化に賛成。障がい者医療費も有力 2人

が完全無料化賛成。学校給食費の無料化に 3候補とも賛成。  
現在、塩尻市では、9月 25日投開票の市長選挙が実施されます。現職の小口市長が今期限りで引退を表

明し、現在新人 3人が立候補を表明し、激しい前哨戦になっています。塩尻協立病院と中信健康友の会塩

尻連絡会は、3候補に社会保障政策等の政策アンケートを実施し、その結果をまとめました。 

  それによると、3候補とも子ども医療費の完全無料化に賛成し、障がい者医療費についても有力候補 2

人が完全無料化に賛成しています。学校給食の無料化に 3候補とも賛成しています。いずれも、私たちの

長年の要望事項に前向きな回答が多く、その結果が注目されています。 

試算①合計所得 345 万円（夫 260 万円、妻 85

万円）。大人 2 人（夫 40 歳以上、妻以下）、

子ども 2 人（小学生以上）の世帯 

試算②合計所得 101 万円、年金収入 321 万円（内

夫 203 万円、妻 118 万円）。2 人とも 65 歳

以上、５割軽減世帯、介護保険料は別途 

 

↑昨年度の松本市との懇談 

長野県社保協主催：「国保改善運動全県交流集会」 
2022年 10 月 15 日(土)9：30～12：00、松本市勤労者福祉センター3-3 
■記念講演：神田敏史氏（神奈川県社保協代表委員、元神奈川県自治労連執行委員長） 

■県下自治体国保アンケート結果報告、県下各地の運動報告と交流など  ＜オンライン併用＞ 


